
          

      会報電子版 33号「都立中野工業高校情報」からの広がりです 
 

役に立つものづくりを紹介します（１-１） 

踏衛門【都立中野工業高校定時制課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

踏助【都立中野工業高校定時制課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は、学校ＨＰから抜粋したものです。 

詳しくは都立中野工業定時制課程ＨＰを御覧ください。 

 

◎世界で猛威を振るっている新型コロナウィルス感染症が流行する中、コロ

ナ禍で必要とされる "ものづくりを" と言うことで製作しました。 

◎２学年とボランティア部が製作しました。 

◎機械類型実習で機械を使い、材料から部品を作り製作しました。 

◎２学年は４台製作し、2か所に寄贈しました。 

旋盤で丸棒

を削り、穴

をあけ、部

品を 3 つ製

作します 

角 パ イ プ

を切断し、

加 工 し て

部 品 を 作

ります 

溶接して組み立

てて、塗装しま

す。最後にシー

ルを貼って完成

です 

◎３年生は昨年度から引き続き消毒スタンド製作（改良版）をしました 

◎４年生では課題研究（自分たちでテーマを決めて１年間研究を行う授業）

も始まります。消毒スタンド製作で培った金属加工のスキルを活かします 

◎３学年が１６台、ボランティア部が４５台製作し、合計３６ヵ所に寄贈し

ました 



          

      会報電子版 33号「都立中野工業高校情報」からの広がりです 
 

役に立つものづくりを紹介します（１-２） 

踏衛門【都立中野工業高校定時制課程】 

 

2021/05/27【機械類型】２年生の実習風景を紹介！ 

 ２年生になり本格的に工作機械を使った実習が始まりました。今年

度の最初の実習で安全教育と工具の使い方を改めて学びました。２

年生は安全に気を付けながら楽しく "ものづくり" を学んでいま

す。 

 

2021/07/02【機械類型】２年生の実習風景を紹介！その２ 

 安全第一でピリッとした雰囲気で作業はしていますが、生徒たちで

協力し合い作業をしています。工業高校では珍しくアットホームな実

習です。 

 

 

2021/10/27【機械類型】２年生の実習風景を紹介！その３ 

 最近は少しずつですが指示待ちが減り、教わったことを思い出しな

がら取り組もうという姿勢が見えてきました。先輩たちのように工業

高校生らしくなってきています。担当（担任）として成長を感じるこ

とができて嬉しいです。 

 

2021/11/15【機械類型】２年生の実習風景を紹介！その４ 

 消毒スタンド製作もいよいよ最終工程になります。塗装というと簡

単なイメージがあるかと思いますが、実はすごく難しい工程になりま

す。吹き付ける量が多すぎると塗料が垂れたり、量が少ないと塗装面

の保護できなかったり…  

 均一に塗膜が張れるように、生徒全員頑張って塗装にチャレンジし

ていました！ 

 

2021/11/26【機械類型】２年生の実習風景を紹介！その５ 

 完成した消毒スタンドを 東京都立大学（高大連携室・水口研究室） 

さま、キッズ・プラザ緑野 さまへ寄贈させていただきました。今回は

寄贈の模様を PDFでまとめましたのでご覧ください！ 

 

 

２年生の実習風景を時系列に沿ってＨＰから抜粋して紹介しました。 

詳しくは中野工業高校定時制課程ＨＰを御覧ください。 

 



          

      会報電子版 33号「都立中野工業高校情報」からの広がりです 
 

役に立つものづくりを紹介します（２） 

足踏み式アルコールスタンド【都立総合工科高校全日制課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足踏み式アルコールスタンド【都立総合工科高校定時制課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持ち手を付けた 

簡単に製作できるよ

うシンプルに設計 

◎購入した場合，15,000円ほどするものを安

価で大量生産できるように設計・製作を行

いました．  

材料費は 3,000 円程度。30 分くらいで作成

可能です。  

様々なサイズのアルコール噴霧器に対応可

能で、持ち運びが容易です。 

◎電気・情報デザイン科（デザイン類型）が製 

作しました 

◎4台製作し校内で使用しています。 

◎材料はホームセンター等で入手しやすい SPF 材で製

作しました。簡単に製作できるようシンプルに設計、

また、足踏みでも手押しでも利用できるよう設計し

ました。 

◎建築コース 3年生、２年生が製作しました。 

◎4台製作し校内で使用しています。 

様々なサイズに

対応可能 



          

      会報電子版 33号「都立中野工業高校情報」からの広がりです 
 

役に立つものづくりを紹介します（３） 

 

足踏み式消毒液スタンド【都立田無工業高校全日制】 

田無工業高校の機械科では、以下２点の足踏み式消毒液スタンドを作成し、校内で使用しています。 

２台とも壊れた楽器の再利用で作成しているため、基本的に一品製作（ワンオフ）です。したがって寄贈

用に何台も製作するのは難しいものです。 

作品の使用中に不具合があれば、対策部品を新たに作成して改良を行えるので、市販品と比較しても

高機能・高精度・高耐久な消毒液スタンドになっています。 

 

１．１号機の製作 

①製作理由 

令和２年、新型 

コロナが流行し 

始め、アルコ 

ール消毒が有 

効とされてきた 

２月頃、まだ 

足踏み式のス 

タンドが一般に 

出回る前 

に、ふと、ドラ 

ムに使われて 

いる「ハイハッ 

ト・スタンド」が 

使えるのではないかと閃いて、試験的に製作し 

ました。 

②資材調達 

たまたま立ち寄ったリ 

サイクルショップのジ 

ャンク品コーナーで、 

壊れたハイハットスタ 

ンドを安く購入しまし 

た。 

出来るだけ安く製作す 

るため、その他部品は 

実習で使用済みの部 

品や廃材を使用しまし 

た。 

 

③設計や製作の工夫など 

単に消毒液が出るよ 

うに製作するのでは 

なく、以下の機能を 

持つように工夫しま 

した。 

・ハイハットスタンド 

の特徴を生かし、子 

どもから大人まで、 

高さを変えて使える 

ようにしました。 

・ペダルを一定に踏ん 

でも、噴射量を自由に可変設定できるように、 

調整機能を持たせました。 

・高さや形状が違うボトルでも使えるよう柔軟に 

対応可能としました。 

・液が飛び散らない  

ように、大きめのトレ 

イを設置しました。 

④完成後の使用状況 

昇降口に設置し、多くの生徒に使ってもらった

が、当時、足踏み式は一般的ではなかったた

め、手で押したり、敬遠する生徒が多かったで

す。現在は機械科実習工場に設置し有効活用

しています。 
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２．２号機の製作 

①製作理由 

軽音楽部で使 

用しているハ 

イハットスタン 

ドが壊れ、更 

新することにな 

りました。 

内部を分解す 

ると、一部の部 

品を製作すれ 

ば修理可能と 

判断しました。 

廃棄処分の予 

定だったので、 

消毒液スタンドに改造することとした。 

②資材調達 

こちらも、有効活用ということで廃材を利用し部 

品を製作しました。 

③設計や製作の工夫など 

新調するのではなく、あく 

までも廃材利用で製作とし 

ました。まずは壊れたスタ 

ンドの修理、１号機の反省 

を生かし、ボトルを置く台の 

剛性を強化しました。 

(上段：１号機 下段：2号機) 

ポンプを押すアームの長さ 

を最適化しました。  

残念ながらハイハットスタ  

ンドの形式の違いにより、  

２号機での噴射量の調整 

はできなくなってしまいまし 

た。  

工業高校機械科ならでは 

 

 

 

 

 

の「旋盤」や「レーザー加工機」などの工作機械 

を使って部品を製作しました。 

④完成後の使用状況 

１号機同様、本校機械科工場で使用。足踏み式

で手軽なため、多くの生徒や職員に利用しても

らっています。 

 

 

 

 

 

 

 

もともとドラム用のスタンドなので、消毒液程

度の使用では十分すぎるほどの耐久性で、これ

までに故障は一度もありません。スタンド本体に

は加工を加えていないので、コロナ終息後は通

常通り「ハイハットスタンド」として復活させること

ができます。 

３．その他 

本校軽音楽部は、工業高校の特色を生かし、演

奏活動だけではなく楽器のメンテナンスや修理

にも力を入れています。定期的にメンテナンス

講習会を開催し、ギターやベース、アンプ、ドラ

ムなどの各種メンテナンスや修理、補修部品の

製作などについて、工業的視点から理解を深め

ています。 

 


